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ファンドのページを表示 ⇒ 運用報告書タブを選択 ⇒ 該当
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○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求によ
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●お取引状況等についてはご購入された販売会社にお問い合わせください。

コ ー ル セ ン タ ー 電話番号：0120－25－1404
午前９時～午後５時　土、日、祝・休日は除きます。

当運用報告書に関するお問い合わせ先

第12期末（2026年７月21日）
基 準 価 額 10,571円
純 資 産 総 額 3,356百万円

第12期
騰 落 率 △5.3％
分配金（税込み）合計 1,000円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなし
て計算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示して
おります。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

受益者のみなさまへ
　平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、「グローバル・モビリティ・サービス株
式ファンド（年２回決算型）」は、2026年７月
21日に第12期の決算を行ないました。
　当ファンドは、主として、「グローバル・モビリ
ティ・サービス株式マザーファンド」受益証券に
投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざ
して運用を行なってまいりました。
　ここに、当作成対象期間の運用経過等について
ご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願
い申し上げます。

グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）
＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

追加型投信／内外／株式

交付運用報告書
第12期（決算日2026年７月21日）

作成対象期間（2026年１月21日～2026年７月21日）
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1

グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

期 　 首 ：12,219円
期 　 末 ：10,571円（既払分配金（税込み）：1,000円）
騰 落 率 ： △5.3％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額およびファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）は、期首
（2026年１月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）ファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）は当ファンドの参考指数です。

○基準価額の主な変動要因
　当ファンドは、主として、日本を含む世界各国の金融商品取引所に上場されているモビリティ・サー
ビス関連企業の株式に実質的に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なってお
ります。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。

＜値上がり要因＞
・投資家のリスク選好が改善したことを受け、成長株およびイノベーション関連銘柄が回復したこと。
・ＡＩ（人工知能）インフラ、半導体需要、クラウド・データセンター向け投資拡大が好材料視された
こと。

期中の基準価額等の推移 （2026年１月21日～2026年７月21日）

純資産総額（右軸）
基準価額（左軸）
ファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）（左軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

＜値下がり要因＞
・中東情勢を中心に地政学的な緊張に伴なう不確実性が強まったこと。
・防衛関連銘柄がそれまでの上昇を受けた利益確定売りなどにより下落したこと。
・一部企業では慎重な企業業績見通しなどが投資家心理の重石となったこと。

項 目
当 期

項　目　の　概　要
金 額 比 率

円 ％
（a）信託報酬

（投信会社）

（販売会社）

（受託会社）

111

（  54）

（  54）

（    3）

0.960

（0.466）

（0.466）

（0.027）

（a）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

委託した資金の運用の対価

運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の
情報提供などの対価
運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b）売買委託手数料

（株式）

1

（    1）

0.012

（0.012）

（b）売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（c）有価証券取引税

（株式）

0

（    0）

0.001

（0.001）

（c）有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（d）その他費用

（保管費用）

（監査費用）

（印刷費用等）

（その他）

5

（    1）

（    0）

（    3）

（    0）

0.042

（0.012）

（0.002）

（0.028）

（0.000）

（d）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資
金の送金・資産の移転等に要する費用
監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用、運用において利用する
指数の標章使用料など
その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用

合 計 117 1.015

期中の平均基準価額は、11,583円です。
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応

するものを含みます。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第

３位未満は四捨五入してあります。

１万口当たりの費用明細 （2026年１月21日～2026年７月21日）
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グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

(参考情報)
○総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は1.99％です。

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いた

だけますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当ファンド
1.99％

運用管理費用
（販売会社）
0.93％

運用管理費用
（投信会社）
0.93％

その他費用
0.08％運用管理費用

（受託会社）
0.05％

総経費率
1.99％
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4

グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額およびファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）は、2021年
７月20日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

2021年７月20日
決算日

2022年７月20日
決算日

2023年７月20日
決算日

2024年７月22日
決算日

2025年７月22日
決算日

2026年７月21日
決算日

基準価額 （円） 10,085 8,310 9,305 10,491 10,668 10,571

期間分配金合計（税込み） （円） ― 0 0 1,000 2,800 3,000

分配金再投資基準価額騰落率 （％） ― △17.6 12.0 23.5 29.8 26.2
ファクトセット・グローバル・モビ
リティ・インデックス（配当込み、
円ヘッジなし、円ベース）騰落率

（％） ― 5.3 29.1 22.3 7.0 19.6

純資産総額 （百万円） 7,589 5,061 5,167 3,992 3,416 3,356
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）ファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）は当ファンドの参考指数です。

参考指数は投資対象資産の相場を説明する代表的な指数として記載しているものです。

最近５年間の基準価額等の推移 （2021年７月20日～2026年７月21日）

純資産総額（右軸）
基準価額（左軸）
ファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）（左軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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5

グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

（株式市況）
　世界の主要株式市場は、期間の初めと比べて上昇しました。
　米国株式市場は、期間中、地政学リスクやインフレ動向を巡る不透明感から値動きの大きい局面もみ
られましたが、テクノロジー関連株やＡＩ関連株が相場をけん引し、総じて堅調に推移しました。市場
変動の主な要因の一つとなった米国とイランの対立を受けて、一時的に株価が大きく下落する場面がみ
られたものの、その後は投資家心理の改善とともに反発し、主要株価指数は過去最高値を更新しました。
金融政策面では、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）は期間を通じて政策金利を据え置きました。インフ
レ率は、イラン情勢を背景としたエネルギー価格上昇の影響などから、期間中に上昇する場面がみられ
ましたが、その後は価格上昇圧力の緩和を受けて、期間の終わりにかけて鈍化しました。米国とイラン
の協議進展が伝わるなか、2026年６月中旬にはホルムズ海峡の航行環境が改善し、市場心理の好転に
つながりました。一方で、両国間の交渉は継続しており、地政学情勢を巡る不確実性にはなお留意が必
要な状況です。

投資環境 （2026年１月21日～2026年７月21日）

（為替市況）
　期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。
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グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

（当ファンド）
　当ファンドは、「グローバル・モビリティ・サービス株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入
れて運用を行ないました。

（グローバル・モビリティ・サービス株式マザーファンド）
　期間中の主な投資行動は下記の通りです。
　当ファンドでは、スペース・エクスプロレーション・テクノロジーズ（SpaceX）（電気通信サービ
ス）を新規に組み入れました。同社は、ロケットによる打ち上げサービスや衛星通信事業を展開する宇
宙企業です。再利用可能ロケットの開発を手掛けるほか、低軌道衛星通信ネットワークを運営していま
す。また、ＡＩ関連インフラ分野への取り組みも進めており、新たな技術領域への展開が注目されてい
ます。当ファンドでは、同社がロケット打ち上げ能力と通信インフラを有する点に着目しており、宇宙
へのアクセスや情報通信サービスの拡充を通じて、中長期的な成長が期待される企業の一つと考えてい
ます。また、ブロードコム（半導体・半導体製造装置）を新規に組み入れました。独自のＡＩアクセラ
レーター（ＡＩの学習・推論を高速化する専用半導体）やネットワーキング・インフラを構築している
ハイパースケーラー（巨大なサーバーリソースを保有する企業の総称）向けに専用チップの製造を請け
負う主要企業としての戦略的な立場を有望視しています。大手クラウドプロバイダーやＡＩ関連企業は、
汎用性の高いＧＰＵ（画像処理装置）に比べてパフォーマンスを最適化しやすくコストも低減できるカ
スタムメイドの専用チップを採用するケースが増えていますが、同社はそのような企業にとっての重要
な設計・製造パートナーとして台頭してきています。業界が従来のＧＰＵベンダーからＡＩの学習・推
論・ネットワーク処理用に最適化された用途特化型ハードウェアへと移行しつつあるなか、カスタムメ
イド・チップでの提携を主軸とするビジネスモデルは、急速に拡大するＡＩインフラ市場において持続
的な競争優位性をもたらすとみています。同社は優れた戦略実行力を示し、ハイパースケーラーとの深
い技術提携を通じて高い参入障壁を維持していることに加え、拡大が予想される市場セグメントにおい
て製品リーダーシップを発揮しています。当ファンドでは、特定顧客への事業集中度や垂直統合の可能
性をめぐるリスクを認識しながらも、前述の長期的シフトが加速するなかで同社が大きな価値を捉えや
すい優位な立場にあるとの高い確信を維持しています。
　一方で、ダッソー・システムズ（ソフトウェア・サービス）の保有を解消しました。デジタルツイン
（現実世界を仮想空間に再現する）製品を巡る競争激化を踏まえると、同社の立ち位置には懸念がある
と判断し、売却しました。

当ファンドのポートフォリオ （2026年１月21日～2026年７月21日）

id24_26373187_02_oskアモーヴァ_Gモビリティサービス株式F（年2回）u645016_交運_運用経過.indd   6id24_26373187_02_oskアモーヴァ_Gモビリティサービス株式F（年2回）u645016_交運_運用経過.indd   6 2026/08/18   10:53:532026/08/18   10:53:53



7

グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設
けておりません。
　グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰
落率です。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。
（注）ファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス

（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）は当ファンドの参考
指数です。

　分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充
当しなかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

○分配原資の内訳
（単位：円、１万口当たり、税込み）

項　　　目
第12期

2026年１月21日～
2026年７月21日

当期分配金 1,000
（対基準価額比率） 8.642％
当期の収益 ―
当期の収益以外 1,000

翌期繰越分配対象額 787
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

当ファンドのベンチマークとの差異 （2026年１月21日～2026年７月21日）

基準価額 ファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス
（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）

基準価額と参考指数の対比（期別騰落率）（％）

－7.0

－6.0

－5.0

－4.0

－3.0

－2.0

－1.0

0.0

1.0

第12期
2026/７/21

分配金 （2026年１月21日～2026年７月21日）
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グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

（当ファンド）
　引き続き、ファンドの基本方針に則り、「グローバル・モビリティ・サービス株式マザーファンド」
受益証券を原則として高位に組み入れて運用を行ないます。

（グローバル・モビリティ・サービス株式マザーファンド）
　当ファンドでは、自動運転による「サービスとしてのモビリティ（ＭａａＳ）」が今後５年～10年
の公開株式市場における最も貴重な投資機会の一つとなりうるとみています。自動運転による「サービ
スとしてのモビリティ」は、自動運転のタクシー・プラットフォームにより２地点間の移動をより安く、
より便利に、より安全なものとする個人的なＭａａＳから、自動運転の電気トラックとドローンにより、
現在に比べてごくわずかなコストで納品できる「サービスとしての物流」にまで及びます。このような
プラットフォームから経済的生産性の変革促進が加速し、その結果として、伝統的な自動車産業は当該
プラットフォームに組み込まれていくものとみられます。技術主導によるイノベーションと費用曲線の
低下に伴なう一定のデフレ圧力によって、自動運転による「サービスとしてのモビリティ」のプラット
フォームを開発または可能にする企業については、売上数量の伸び、生産性、収益性が高まると思われ
ます。対照的に、従来型自動車製造企業の多くは、過去10年間の実店舗型小売企業が過去10年間に経
験したことと同様の、バリュー・トラップ（株価が割安なまま放置されること）に陥るものと思われま
す。当ファンドでは、自動運転ＭａａＳプラットフォームへの転換を遂げられる自動車企業とテクノロ
ジー企業に投資して、その恩恵を享受できるよう努めてまいります。
　将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

　今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

今後の運用方針
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グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

お知らせ
　2026年１月21日から2026年７月21日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。

　当ファンドについて、「一般社団法人投資信託協会」の合併に伴ない、その記載を「一般社団法人資
産運用業協会」に変更すべく、2026年４月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。
（付表、第８条、第22条、第23条、第29条）

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式
信 託 期 間 2020年10月21日から原則無期限です。

運 用 方 針 主として、「グローバル・モビリティ・サービス株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的
な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資 対 象

グ ロ ー バ ル ・ モ ビ リ テ ィ ・
サ ー ビ ス 株 式 フ ァ ン ド
（年 ２ 回 決 算 型）

「グローバル・モビリティ・サービス株式マザーファンド」受益証券を主
要投資対象とします。

グローバル・モビリティ・
サービス株式マザーファンド

日本を含む世界の金融商品取引所上場株式（預託証券を含みます。）を主
要投資対象とします。

運 用 方 法

主として、日本を含む世界各国の金融商品取引所に上場されているモビリティ・サービス関連企業の株式に
実質的に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。株式の銘柄選定にあたっ
ては、各企業の成長性、収益性、財務健全性、流動性などを勘案して行ないます。株式の実質組入比率は、
高位を維持することを基本とします。外貨建資産への投資にあたっては、原則として為替ヘッジを行ないま
せん。

分 配 方 針

毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針で
す。
基準価額水準が１万円（１万口当たり）を超えている場合には、分配対象額の範囲内で積極的に分配を行な
います。
ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。

当ファンドの概要

id24_26373187_02_oskアモーヴァ_Gモビリティサービス株式F（年2回）u645016_交運_運用経過.indd   9id24_26373187_02_oskアモーヴァ_Gモビリティサービス株式F（年2回）u645016_交運_運用経過.indd   9 2026/08/18   10:53:532026/08/18   10:53:53



10

グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）＜愛称　グローバルＭａａＳ（年２回決算型）＞

（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 71.9 50.5 55.7 68.1 0.6 15.4 24.5
最小値 △39.9 △  7.1 △  5.7 △  6.5 △6.9 △  6.1 △  2.7
平均値 17.0 18.2 23.0 16.0 △2.9 5.9 10.0

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2021年７月から2026年６月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。なお、

当ファンドは2021年10月以降の年間騰落率を用いております。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。
《各資産クラスの指数》
日 本 株：TOPIX（東証株価指数）配当込み
先進国株：Morningstar 先進国株式指数（除く日本、配当込み、円ベース）
新興国株：Morningstar 新興国株式指数（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2021年7月末～2026年6月末）
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当ファンドの参考指数について
●ファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）
ファクトセット・グローバル・モビリティ・インデックス（配当込み、円ヘッジなし、円ベース）は、ファクト
セット社が開発した世界のモビリティ製造およびサービス関連企業の株式で構成された米ドルベースの指数を、ア
モーヴァ・アセットマネジメントが円換算したものです。主にモビリティ製造、小売およびサービス、旅客運送、
貨物輸送及び物流、モビリティ拡張技術関連の企業を中心としています。

指数について
●TOPIX（東証株価指数）配当込み
日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、配当
を考慮したものです。TOPIXに係る知的財産は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（ＪＰ
Ｘ）に帰属します。なお、本商品は、ＪＰＸにより提供、保証又は販売されるものではなく、本商品の設定、販売
及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。

●Morningstar 先進国株式指数（除く日本、配当込み、円ベース）
●Morningstar 新興国株式指数（配当込み、円ベース）
先進国株式指数は日本を除く世界の先進国の株式、新興国株式指数は世界の新興国の株式を対象として算出した指
数で、配当を考慮したものです。Morningstar指数はMorningstarにより独占的に所有されています。
Morningstar,Inc.（以下「Morningstar」）、その関連会社または子会社、直接的または間接的な情報提供者、ま
たはMorningstar指数に関連があり、指数の構成、配信、算出、または設定に関わった第三者（総称して
「Morningstarグループ」）は、Morningstar指数又はそれに含まれるデータの正確性、完全性及び／又は適時性
を保証せず、またその誤謬、脱漏、中断についていかなる責任も負いません。Morningstarグループは、
Morningstar指数またはそこに含まれるいかなるデータの使用によって得られる結果について、明示又は黙示を問
わず、いかなる表明・保証も致しません。

●NOMURA-BPI国債
野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社（以下「NFRC」）が公表している指数で、その
知的財産権はNFRCに帰属します。なお、NFRCは、対象インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証
するものではなく、対象インデックスを用いて行なわれるアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社の事業活
動・サービスに関し一切責任を負いません。

●FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重
平均した指数です。なお、当指数に関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに
帰属します。

●JPモルガンGBI EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）
J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債を対象にした指数です。
なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに帰属します。
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○組入上位ファンド
銘　柄　名 第12期末

％
グローバル・モビリティ・サービス株式マザーファンド 88.8

組入銘柄数 １銘柄
（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

項　　　　　目
第12期末

2026年７月21日
純 資 産 総 額 3,356,235,237円
受 益 権 総 口 数 3,174,954,021口
１万口当たり基準価額 10,571円

（注）期中における追加設定元本額は396,893,117円、同解約元本額は401,161,503円です。

当ファンドのデータ
組入資産の内容 （2026年７月21日現在）

親投資信託受益証券
88.8％

親投資信託受益証券
88.8％

○資産別配分
その他
11.2％

日本
88.8％
日本
88.8％

○国別配分
その他
11.2％

円
88.8％
円

88.8％

○通貨別配分
その他
11.2％

純資産等
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組入上位ファンドの概要
グローバル・モビリティ・サービス株式マザーファンド

【組入上位10銘柄】
（2026年１月20日現在）

銘　柄　名 業種／種別等 通貨  国（地域） 比率
％

1 TESLA INC 自動車・自動車部品 アメリカドル アメリカ 9.2
2 KRATOS DEFENSE & SECURITY 資本財 アメリカドル アメリカ 9.0
3 TERADYNE INC 半導体・半導体製造装置 アメリカドル アメリカ 8.5
4 AEROVIRONMENT INC 資本財 アメリカドル アメリカ 7.1
5 ADVANCED MICRO DEVICES 半導体・半導体製造装置 アメリカドル アメリカ 5.3
6 TRIMBLE INC ソフトウェア・サービス アメリカドル アメリカ 4.7
7 ALPHABET INC-CL C メディア・娯楽 アメリカドル アメリカ 4.3
8 TAIWAN SEMICONDUCTOR-SP ADR 半導体・半導体製造装置 アメリカドル 台湾 3.7
9 ARCHER AVIATION INC 資本財 アメリカドル アメリカ 3.6

10 DEERE & CO 資本財 アメリカドル アメリカ 3.6
組入銘柄数 32銘柄

（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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【国別配分】

【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】
（2025年１月21日～2026年１月20日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a）売 買 委 託 手 数 料 13 0.039

（ 株 　 式 ） （13） （0.039）
（b）有 価 証 券 取 引 税 2 0.005

（ 株 　 式 ） （  2） （0.005）
（c）そ の 他 費 用 7 0.020

（ 保 管 費 用 ） （  6） （0.019）
（ そ の 他 ） （  0） （0.001）

合 計 22 0.064
期中の平均基準価額は、33,383円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照く
ださい。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）‌�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含

む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご
とに小数第３位未満は四捨五入してあります。

（円）
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グローバル・モビリティ・サービス株式ファンド（年２回決算型）

【貸借対照表】
（単位：円）

第11期 第12期
2026年１月20日現在 2026年７月21日現在

資産の部
流動資産

コール・ローン 138,314,942 123,417,563
親投資信託受益証券 3,808,641,746 2,980,473,870
未収入金 621,363,050 610,640,529
未収利息 2,800 3,350
流動資産合計 4,568,322,538 3,714,535,312

資産合計 4,568,322,538 3,714,535,312
負債の部

流動負債
未払収益分配金 635,844,481 317,495,402
未払解約金 9,450,627 2,887,089
未払受託者報酬 1,023,905 1,050,391
未払委託者報酬 34,814,945 35,715,451
その他未払費用 2,635,436 1,151,742
流動負債合計 683,769,394 358,300,075

負債合計 683,769,394 358,300,075
純資産の部

元本等
元本 3,179,222,407 3,174,954,021
剰余金

期末剰余金又は期末欠損金（△） 705,330,737 181,281,216
（分配準備積立金） 529,702,684 151,253,624

元本等合計 3,884,553,144 3,356,235,237
純資産合計 3,884,553,144 3,356,235,237

負債純資産合計 4,568,322,538 3,714,535,312
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【損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

第11期 第12期
自　2025年７月23日 自　2026年１月21日
至　2026年１月20日 至　2026年７月21日

営業収益
受取利息 225,676 337,839
有価証券売買等損益 1,143,777,135 △172,652,103
営業収益合計 1,144,002,811 △172,314,264

営業費用
受託者報酬 1,023,905 1,050,391
委託者報酬 34,814,945 35,715,451
その他費用 1,687,330 1,151,742
営業費用合計 37,526,180 37,917,584

営業利益又は営業損失（△） 1,106,476,631 △210,231,848
経常利益又は経常損失（△） 1,106,476,631 △210,231,848
当期純利益又は当期純損失（△） 1,106,476,631 △210,231,848
一部解約に伴う当期純利益金額の分配額又は一部解約
に伴う当期純損失金額の分配額（△） 57,204,654 △16,585,306

期首剰余金又は期首欠損金（△） 213,910,284 705,330,737
剰余金増加額又は欠損金減少額 113,104,127 74,931,107

当期一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額 － －
当期追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額 113,104,127 74,931,107

剰余金減少額又は欠損金増加額 35,111,170 87,838,684
当期一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加額 35,111,170 87,838,684
当期追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増加額 － －

分配金 635,844,481 317,495,402
期末剰余金又は期末欠損金（△） 705,330,737 181,281,216
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